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令和８年１０月１日 

 

 

 

 

 

～ まちのバスを通じて地域公共交通機関について学び、体験 ～ 
 
近畿運輸局では、子どもたちが成長していくなかで通勤や通学などに電車・バスと 

いった地域公共交通機関を利用する機会が多くなることを踏まえ、幼稚園や小学生など

次世代を担う子どもたちが、バスなどの地域公共交通機関について学び、体験すること

で、地域の交通問題や環境問題に関心を持つきっかけ作りを目的にした「交通環境  

教室」を開催しています。 

このたび、枚方市立藤阪小学校の２年生を対象に、バスに関する座学のほか、乗車体

験や施設見学等を下記のとおり実施しました。 

 

記 

 

１．日 時  令和８年９月２日（水） 9：20～11：55 

２．開催場所  枚方市立藤阪小学校（枚方市藤阪南町１－４０－１） 

        京阪バス株式会社 枚方営業所（枚方市山田池北町１－１） 

３．参 加 者  枚方市立藤阪小学校 ２年生（全６１名） 

４．プログラム 

9:20  開講 

9:25  座学  呉工業高等専門学校 教授 神田 佑亮 

京阪バス株式会社 経営戦略室 課長 檀 嘉宏  

9:50  乗車体験 

10:20  施設見学等 

主な内容：バスの死角確認体験、緊急時脱出体験、 

バス車両の車いす・バリアフリー設備紹介 など 

５．後 援  一般財団法人近畿陸運協会 

         近畿バス団体協議会 

 
 

 

お問い合わせ先 

（所属） 交通政策部環境・物流課 

（担当） 冨田・木佐貫 

（電話） 06-6949-6410 

＜配付先＞   

青灯クラブ、近畿電鉄記者クラブ、 

陸運記者会（ハイタク部会） 



当日の様子 
 

■座学 

バスにおける環境面や交通弱者への対応、バスの種類、乗車方法、乗車マナーなど、講話を通じて様

々な視点からバスについて学びました。 

 
 

■バスの乗車体験 

バスの乗り方、乗車マナーなどについて、実際のバスに乗車し学びました。 

 

 

 
 

 
 

■施設の見学等 

京阪バス株式会社枚方営業所において、車いす・バリアフリー設備の紹介や緊急時脱出体験など、バ

スに触れながら学ぶとともに、バス会社で働く人々の話を通じ、様々な視点からバスの魅力について学

びました。 

神田教授よりバスを利用することによる渋滞緩和など 

環境面での役割や交通弱者への対応などを学びました。 

乗車時に整理券を取るなど 

バスの乗り方を学びしました。 

車いす利用者の乗車方法を学びました。 

京阪バス株式会社よりバスの乗り方やバスの種類などを

学びました。 

運転席からの死角について学びました。 

バス車内でのマナーについて学びました。 

整備工場を見学しました。 緊急時のバスからの脱出を体験しました。 


